






























































































































































































































































































































































































































持 い な 外







ー の 、 何
端 神 伝 京
を観世 ζ
示 念 文 寵
しの献
上
帝
の
下
位
に
位
置
し
禍
福
を
降
す
「
神
」
本
章
で
は
、
ま
ず
『
毛
詩
」
に
見
え
る
神
観
念
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
以
下
「
伐
木
」
・
「
天
保
」
・
「
小
明
」
を
挙
げ
よ
う
。
伐
木
丁
丁
鳥
鳴
喫
峻
出
自
幽
谷
遷
子
喬
木
畷
其
鳴
尖
求
其
友
韓
相
彼
鳥
失
猶
求
友
聾
矧
伊
人
突
不
求
友
生
神
之
聴
之
終
和
且
平
(
木
を
伐
る
こ
と
丁
丁
た
り
鳥
鳴
く
お
う
お
う
こ
と
畷
畷
た
り
幽
谷
自
り
出
で
て
喬
木
に
遷
る
畷
と
し
み
て
其
れ
鳴
き
其
の
友
を
求
む
る
声
彼
の
鳥
を
相
ば
猶
お
2 
い
わ
ん
友
を
求
む
る
声
矧
や
伊
れ
人
は
友
生
を
求
め
ざ
ら
ん
や
神
の
之
れ
を
聴
か
ば
終
に
和
ら
ぎ
且
つ
平
ら
か
)
(
『
毛
詩
』
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
伐
木
・
第
一
章
)
神
之
弔
実
話
爾
多
福
民
之
質
尖
日
用
飲
食
塞
禦
百
姓
繍
矯
爾
徳
(
神
の
弔
る
爾
に
多
福
を
諮
れ
り
民
の
質
な
る
日
に
用
て
飲
食
す
翠
繋
百
姓
侃
く
爾
の
徳
を
為
せ
り
)
(
「
毛
詩
』
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
天
保
・
第
五
章
)
嵯
爾
君
子
無
恒
安
息
靖
共
爾
位
好
是
正
直
神
之
聴
之
あ
あ
介
爾
景
福
(
嵯
爾
君
子
よ
恒
に
安
息
す
る
無
か
れ
爾
の
位
に
靖
共
し
是
の
正
直
を
好
め
神
の
之
れ
を
聴
か
ば
爾
の
景
福
を
川
れ
い
に
せ
ん
)
(
『
毛
詩
」
小
雅
・
谷
風
之
什
・
小
明
・
第
五
章
)
「
伐
木
」
に
は
、
「
神
の
之
を
聴
か
ぱ
終
に
和
ら
ぎ
且
つ
平
ら
か
」
と
あ
り
、
「
神
」
が
人
々
に
和
平
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
天
保
」
で
は
「
神
の
弔
る
爾
に
多
福
を
諮
ら
ん
」
と
言
い
、
「
小
ω
お
明
」
で
も
「
神
の
之
れ
を
聴
か
ば
爾
の
景
福
を
介
い
に
せ
ん
」
と
あ
る
。
「
天
保
」
・
「
小
明
」
い
ず
れ
の
詩
も
、
「
神
」
が
人
々
に
「
多
福
」
や
「
景
福
」
を
授
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
篇
の
詩
に
見
え
る
「
神
」
は
、
地
上
に
福
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
、
大
雅
「
雲
漢
」
で
は
、
神
々
に
禍
を
止
め
て
く
れ
る
よ
う
祈
る
言
葉
が
見
え
る
。
ま
ず
「
雲
漢
」
の
第
了
二
章
を
挙
げ
よ
う
。
倖
彼
雲
漢
昭
因
子
天
王
田
F4J
何
事
今
之
人
天
降
喪
飢
餓
僅
薦
諌
廃
神
不
血
中
腐
愛
斯
牲
圭
聾
既
卒
寧
莫
我
聴
(
停
た
る
彼
の
雲
漢
昭
ら
か
に
天
に
回
る
王
日
く
於
あ
し
き
乎
何
の
事
な
ら
ん
今
の
人
天
喪
乱
を
降
し
餓
僅
薦
り
に
臨
時
る
神
と
し
て
挙
げ
ざ
る
廊
く
斯
の
牲
を
愛
む
麟
し
圭
壁
既
に
卒
く
寧
ぞ
我
に
聴
く
莫
し
)
(
第
一
章
)
早
既
大
甚
瀦
隆
癒
島
田
不
珍
壁
紀
白
郊
但
宮
上
下
実
窪
麟
神
不
宗
后
稜
不
克
上
帝
不
臨
耗
教
下
土
寧
丁
我
賜
は
な
は
だ
i
tう
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
た
(
早
既
に
大
甚
し
麓
隆
鼠
感
極
杷
珍
た
ず
郊
自
り
宮
に
但
き
上
下
実
産
す
神
と
し
て
宗
ば
ざ
る
燥
し
后
稜
克
E
K
あ
た
ら
ず
上
帝
臨
ま
ず
下
土
を
耗
敦
し
寧
ぞ
我
が
弱
に
丁
る
や
)
(
第
二
章
)
第
一
章
に
「
神
と
し
て
挙
げ
ざ
る
牒
く
」
と
言
い
、
第
二
章
で
も
「
神
と
し
て
宗
ば
ざ
る
牒
し
」
と
詠
う
。
天
が
降
し
た
「
喪
乱
」
で
あ
る
干
越
に
直
面
し
た
際
、
王
は
あ
ら
ゆ
る
神
々
に
対
し
て
干
越
を
止
め
て
く
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。
続
い
て
第
六
章
で
は
、
早
既
太
甚
昭
勉
畏
去
胡
寧
療
我
以
早
情
不
知
其
故
祈
年
孔
夙
方
社
不
莫
美
天
上
帝
則
不
我
虞
敬
恭
明
神
宜
無
悔
怒
(
早
既
に
太
甚
し
題
勉
し
て
畏
を
去
ら
ん
胡
寧
ぞ
我
を
骨
ま
し
む
る
に
阜
を
以
て
す
慨
て
其
の
故
を
知
ら
ず
年
を
祈
る
こ
と
孔
だ
夙
く
方
社
も
莫
か
ら
ず
美
天
上
帝
則
ち
我
を
虞
ら
ず
し
)
(
第
六
章
)
と
あ
る
。
「
明
神
を
敬
恭
す
宜
し
く
悔
怒
無
か
る
べ
し
」
と
き
一
一
同
い
、
「
明
神
」
を
敬
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
お
怒
り
で
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
と
詠
う
。
こ
の
言
葉
は
、
「
明
神
」
が
怒
っ
て
い
る
と
雨
が
降
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
災
い
が
あ
る
、
と
す
る
認
識
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
『
毛
詩
』
に
見
え
る
神
観
念
を
ま
と
め
る
と
、
「
神
」
は
福
を
降
す
存
在
で
も
あ
る
が
、
そ
の
機
嫌
を
損
ね
る
と
福
が
得
ら
れ
な
い
す
な
わ
ち
災
い
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
『
国
語
』
で
は
、
「
神
」
が
よ
り
積
極
的
に
地
上
に
禍
福
を
降
向
す
、
と
す
る
認
識
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
認
識
は
、
周
の
恵
王
の
十
五
舗
年
に
、
神
が
宰
の
地
に
降
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
王
の
下
関
に
「
内
ぺ
史
過
」
が
答
え
た
言
葉
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
「
内
史
つ
過
」
の
言
葉
を
挙
げ
よ
う
。
恥
十
五
年
、
有
神
降
子
華
。
王
問
於
内
史
過
日
、
是
何
故
。
固
有
伸
之
乎
。
針
目
、
有
之
。
図
之
将
興
、
其
君
賢
明
哀
正
、
精
潔
恵
快
和
、
其
徳
足
以
昭
其
馨
香
、
其
恵
足
以
同
其
民
人
。
神
饗
而
民
告
れの
穂
、
民
神
無
怨
。
故
明
神
降
之
、
観
其
政
徳
、
而
均
布
福
駕
。
園
ω
之
終
亡
、
其
君
食
冒
昨
邪
、
淫
淡
荒
怠
、
錨
機
暴
虐
、
其
政
腫
燥
、
馨
香
不
登
、
其
刑
矯
認
、
百
姓
捌
威
。
明
神
不
鏑
、
而
民
有
遠
志
、
民
神
怨
痛
、
無
所
依
懐
。
故
神
亦
往
溝
、
翻
其
苛
底
、
明
神
を
敬
恭
す
宜
し
く
悔
怒
無
か
る
べ
3 
而
降
之
禍
。
是
以
或
見
神
以
興
、
亦
或
以
亡
Oi---。
(
十
五
年
、
神
の
撃
に
降
る
こ
と
有
り
。
王
内
史
過
に
問
い
て
日
く
、
「
是
な
に
ご
と
れ
何
故
ぞ
。
固
よ
り
之
れ
有
る
か
」
と
。
対
え
て
臼
く
、
「
之
れ
ひ
と
有
り
。
国
の
将
に
輿
ら
ん
と
す
る
や
、
其
の
君
斉
し
く
明
ら
か
あ
た
に
正
し
き
に
哀
り
、
精
く
潔
く
恵
み
和
や
か
に
し
て
、
其
の
徳
よ
め
や
み
は
以
て
其
の
馨
き
香
を
昭
ら
か
に
す
る
に
足
り
、
其
の
恵
は
以
ラ
お
き
て
其
の
民
人
を
同
じ
く
す
る
に
足
る
。
神
は
饗
け
て
民
は
聴
ま
り
、
民
神
怨
む
こ
と
無
し
。
故
に
明
神
之
れ
に
降
り
て
、
其
の
政
徳
を
観
て
、
均
し
く
福
を
漏
れ
に
布
く
。
国
の
将
に
亡
び
ん
む
苦
ぽ
ょ
と
し
ま
た
の
ふ
け
す
き
と
す
る
や
、
其
の
君
食
冒
り
邪
僻
に
し
て
、
侠
し
み
に
淫
り
荒
川
り
が
な
ま
hvさ
み
怠
防
、
縮
機
れ
暴
虐
に
し
て
、
其
の
政
は
腫
腺
く
、
馨
き
香
た
い
つ
わ
は
な
た
が
登
ら
ず
、
其
の
刑
は
矯
め
謹
り
、
百
姓
は
携
れ
或
う
。
明
神
は
い
さ
ぎ
よ
鍋
し
と
せ
ず
し
て
、
民
に
遠
ざ
か
る
志
有
り
、
民
神
怨
み
痛
み
、
よ
り
つ
依
懐
く
所
鉱
山
し
。
故
に
神
も
亦
た
湾
れ
に
往
き
、
其
の
苛
患
を
観
て
、
之
れ
に
禍
を
降
す
。
是
こ
を
以
て
或
い
は
神
を
見
て
以
て
興
り
、
亦
た
或
い
は
以
て
亡
ぶ
。
Ei--」
と
。
)
(
『
国
語
』
周
語
上
)
ぅ
国
家
が
興
隆
し
よ
う
と
す
る
と
、
為
政
者
が
徳
に
勤
め
、
「
神
は
饗
げ
て
民
は
聴
ま
り
、
民
神
怨
む
こ
と
無
し
」
と
、
国
家
が
よ
く
治
ま
っ
た
状
態
に
な
り
、
「
放
に
明
神
之
れ
に
降
り
て
、
其
の
政
徳
を
観
て
、
均
し
く
福
を
鷲
れ
に
布
」
く
と
さ
れ
る
。
反
対
に
、
国
家
が
亡
び
よ
い
さ
ぎ
よ
う
と
す
る
と
、
「
明
神
は
鏑
し
と
せ
ず
し
て
、
民
に
遠
ざ
か
る
志
有
り
、
4
民
神
怨
み
痛
み
、
依
懐
く
所
無
し
。
故
に
神
も
亦
た
濡
れ
に
往
き
、
其
の
苛
患
を
観
て
、
之
れ
に
禍
を
降
す
」
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
内
史
過
」
の
言
葉
に
拠
れ
ば
、
「
神
」
は
君
主
の
統
治
状
況
の
如
何
に
よ
っ
て
福
や
禍
を
降
す
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
「
神
」
が
天
や
帝
の
使
い
と
し
て
現
れ
る
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
「
左
伝
』
成
公
五
年
に
記
さ
れ
る
所
で
は
、
晋
か
ら
斉
に
追
放
さ
れ
る
趨
嬰
の
夢
に
、
文
字
通
り
天
の
使
い
「
天
使
」
が
現
れ
る
。
五
年
春
、
原
扉
放
諸
斉
。
嬰
目
、
我
在
、
故
郷
氏
不
作
。
我
亡
、
吾
二
昆
其
憂
哉
。
且
人
各
有
能
、
有
不
能
。
舎
我
何
害
。
弗
聴
。
嬰
夢
天
使
謂
己
、
祭
余
、
余
福
女
。
使
問
諸
士
貞
伯
。
貞
伯
目
、
不
識
也
。
既
而
告
其
人
目
、
神
福
仁
而
禍
淫
。
淫
而
無
罰
、
福
也
。
祭
其
得
亡
乎
。
祭
之
之
明
日
而
亡
。
(
五
年
春
、
原
扉
諮
れ
を
斉
に
放
つ
。
嬰
日
く
、
「
我
在
り
、
故
に
繁
氏
作
さ
ず
。
我
亡
く
ん
ば
、
五
口
が
こ
昆
其
れ
憂
え
ん
か
な
。
且
つ
人
各
能
う
こ
と
有
り
、
能
わ
ざ
る
こ
と
有
り
。
我
を
舎
く
も
何
ぞ
筈
せ
ん
」
と
。
聴
か
ず
。
嬰
天
使
の
己
に
、
「
余
を
祭
れ
、
余
女
に
福
さ
ん
」
と
謂
う
を
夢
む
。
諸
れ
を
土
貞
伯
に
問
わ
し
む
。
貞
伯
日
く
、
「
識
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
既
に
し
て
其
の
人
に
告
げ
て
日
く
、
「
神
は
わ
ざ
わ
い
仁
に
福
し
て
淫
に
禍
す
。
淫
に
し
て
罰
無
き
は
、
福
な
り
。
其
れ
を
祭
ら
ば
亡
ぐ
る
を
得
ん
か
」
と
。
之
れ
を
祭
る
の
明
日
に
し
て
亡
ぐ
。
)
(
『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
五
年
)
「
天
使
」
は
、
越
嬰
に
「
余
を
祭
れ
、
余
女
に
福
さ
ん
」
と
言
う
。
趨
嬰
は
、
こ
の
夢
の
意
味
を
「
士
貞
伯
」
に
尋
ね
る
。
一
度
は
「
識
ら
ざ
る
な
り
」
と
答
え
た
「
土
貞
伯
」
だ
が
、
後
に
人
を
使
わ
し
て
「
神
さ
い
わ
い
は
仁
に
福
し
て
淫
に
禍
す
」
と
答
え
さ
せ
る
。
「
天
使
」
は
、
天
の
使
い
と
し
て
越
嬰
の
夢
に
現
れ
、
福
を
降
そ
う
と
い
う
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
士
貞
伯
」
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「
天
使
」
は
「
神
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
も
い
る
。
続
い
て
、
『
墨
子
』
に
見
え
る
、
「
句
芭
」
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
昼
間
、
鄭
の
穆
公
の
元
に
「
勾
芭
」
が
現
れ
る
。
子
曇
子
目
、
:
:
・
品
目
者
鄭
穆
公
、
嘗
謹
日
中
庭
乎
廟
。
有
神
入
門
市
左
、
鳥
身
素
服
三
絶
、
面
朕
正
方
。
鄭
穆
公
見
之
、
乃
恐
憾
品
件
。
神
田
、
無
憾
。
帝
享
女
明
徳
、
使
予
錫
女
寄
十
年
有
九
、
使
若
園
家
蕃
昌
、
子
孫
茂
母
失
。
鄭
穆
公
再
奔
稽
首
日
、
敢
問
神
名
。
日
、
予
錆
句
十
亡
。
:
:
:
。
(
子
量
子
日
く
、
「
:
:
:
昔
鄭
か
つ
の
穆
公
、
当
て
昼
日
中
に
廟
に
処
り
。
神
有
り
門
よ
り
入
り
て
左
す
、
鳥
の
身
に
し
て
素
服
三
絶
し
、
面
の
状
は
正
方
な
り
。
鄭
に
の
穆
公
之
れ
を
見
、
乃
ち
恐
岬
惜
し
て
緯
ぐ
。
神
田
く
、
「
悩
る
る
無
か
れ
。
帝
女
の
明
徳
を
享
け
、
予
を
し
て
女
に
寿
十
年
有
九
E
な
告
さ
か
を
錫
わ
し
め
、
若
の
国
家
を
し
て
蕃
昌
し
、
子
孫
を
し
て
茂
ん
に
し
て
失
う
母
か
ら
し
め
ん
」
と
。
鄭
の
穆
公
再
奔
稽
首
し
て
日
く
、
「
敢
え
て
神
名
を
問
わ
ん
」
と
。
日
く
、
「
予
は
句
芭
為
り
」
と
。
・
:
」
と
。
)
(
『
園
田
子
』
明
鬼
下
)
「
句
芭
」
は
鄭
の
穆
公
に
、
「
上
帝
に
お
か
れ
て
は
あ
な
た
の
明
徳
を
受
け
入
れ
、
私
に
命
じ
て
あ
な
た
の
寿
命
を
十
九
年
延
ば
さ
せ
、
あ
な
た
の
国
家
を
繁
栄
さ
せ
、
子
孫
も
盛
ん
に
幸
福
を
失
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
給
い
ま
す
」
と
言
い
、
「
帝
」
の
意
士
山
を
伝
え
て
い
る
。
「
帝
」
が
、
「
神
」
で
あ
る
「
句
芭
」
を
使
者
と
し
て
遣
わ
し
て
、
人
で
あ
る
穆
公
に
福
を
降
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
句
芭
」
が
福
を
授
け
て
い
た
の
に
対
し
て
、
次
は
、
禍
を
降
す
「
神
」
の
例
を
「
国
語
』
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。
あ
る
日
、
銃
公
の
夢
に
「
薄
牧
」
が
現
れ
て
「
帝
」
の
命
を
伝
え
る
。
制
抗
公
夢
在
廟
、
有
神
人
面
白
毛
虎
爪
、
執
鍛
立
於
西
阿
之
下
。
公
憾
而
走
。
神
田
、
無
走
。
帝
命
日
、
使
膏
襲
於
爾
門
。
公
奔
稽
首
、
鐙
。
召
史
闇
占
之
、
針
目
、
如
君
之
言
、
則
幕
牧
也
、
天
間
之
刑
神
也
、
天
事
官
成
。
公
使
囚
之
、
且
使
園
人
賀
夢
O
E
・E
・-
情
六
年
、
鋭
乃
亡
。
(
鋭
公
廟
に
在
る
と
き
、
神
の
人
面
に
し
て
ぺ
白
毛
虎
爪
、
鍛
を
執
り
西
阿
の
下
に
立
つ
有
る
を
夢
む
。
公
健
し
に
つ
れ
て
走
ぐ
。
神
田
く
、
「
走
ぐ
る
無
か
れ
。
帝
命
じ
て
臼
く
、
『
晋
蜘
を
し
て
割
増
門
を
襲
わ
し
め
ん
』
と
。
」
と
。
公
奔
し
て
稽
首
し
、
例
覚
む
。
史
障
を
召
し
之
れ
を
占
わ
し
む
る
に
、
対
え
て
日
く
、
「
君
伽
の
言
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
薄
牧
な
り
、
天
の
刑
神
な
り
、
天
の
の
事
は
官
成
す
」
と
。
公
之
れ
を
囚
え
し
め
、
且
つ
国
人
を
し
て
I
l
い
わ
山
夢
を
賀
わ
し
む
0
・・E
・E
・
六
年
し
て
、
銃
乃
ち
亡
ぶ
)
(
『
国
語
』
晋
缶
四
一
一
)
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鋭
公
の
夢
に
現
れ
た
「
薄
牧
」
は
、
「
帝
命
じ
て
日
く
、
『
晋
を
し
て
爾
の
門
を
襲
わ
し
め
ん
』
。
」
と
、
や
は
り
「
帝
」
の
意
志
を
伝
え
る
。
鋭
公
の
夢
を
占
っ
た
「
史
罷
」
は
、
「
君
の
言
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
藤
牧
な
り
、
天
の
刑
神
な
り
、
天
の
事
は
官
成
す
」
と
答
え
る
。
「
藤
牧
」
は
刑
罰
を
司
る
「
神
」
で
あ
り
、
天
の
意
志
は
、
こ
う
し
た
「
神
」
が
司
る
官
職
に
よ
っ
て
、
成
し
遂
げ
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
払
り
ゅ
令
。『
毛
詩
』
で
は
、
人
々
に
福
を
も
た
ら
す
「
神
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
神
」
が
与
え
る
福
の
欠
乏
に
よ
っ
て
、
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。
『
国
語
』
周
語
上
で
は
、
「
神
」
は
、
為
政
者
の
統
治
状
況
に
よ
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に
地
上
に
禍
福
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
地
上
に
禍
福
を
も
た
ら
す
こ
う
し
た
「
神
」
の
例
と
し
て
、
『
墨
子
』
に
見
え
る
「
句
芭
」
や
『
国
語
』
晋
語
二
に
見
え
る
「
薄
牧
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
ま
で
の
神
観
念
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
い
み
じ
く
も
「
史
属
」
が
「
天
の
事
は
官
成
す
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
神
」
は
、
「
天
」
や
「
帝
」
の
下
位
に
位
置
し
、
そ
の
使
い
と
し
て
現
れ
、
そ
の
意
志
を
遂
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
雷
同
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
祭
る
べ
き
神
々
と
こ
ろ
で
、
古
代
中
国
で
は
身
分
や
地
位
に
よ
っ
て
祭
る
べ
き
6
神
々
は
、
理
念
的
に
で
は
あ
る
が
、
定
め
ら
れ
て
い
た
。
『
礼
記
』
は
、
天
子
か
ら
士
に
至
る
ま
で
、
祭
紀
す
べ
き
対
象
を
規
定
し
て
い
る
。
天
子
祭
天
地
、
祭
四
方
、
祭
山
川
、
祭
五
日
記
、
歳
編
。
諸
侯
方
組
、
祭
山
川
、
祭
五
問
、
歳
編
。
大
夫
祭
五
問
、
歳
編
。
士
祭
其
先
。
(
天
子
は
天
地
を
祭
り
、
四
方
を
祭
り
、
山
川
を
祭
り
、
五
杷
を
祭
り
、
歳
に
偏
し
。
諸
侯
は
方
-
紀
し
、
山
川
を
祭
り
、
五
組
を
祭
り
、
歳
に
備
し
。
大
夫
は
五
紀
を
祭
り
、
歳
に
偏
し
。
士
は
其
の
先
を
祭
る
。
)
(
『
礼
記
』
曲
礼
下
)
『
礼
記
』
に
拠
れ
ば
、
天
子
は
天
地
・
四
方
・
山
川
・
五
】
組
を
、
諮
侯
は
各
々
の
地
方
・
山
川
・
五
紀
を
、
大
夫
は
五
把
を
、
土
は
そ
の
祖
先
の
み
を
、
そ
れ
ぞ
れ
祭
る
と
さ
れ
る
。
『
国
語
』
で
は
、
「
紐
典
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
祭
紀
対
象
を
規
定
す
る
。
魯
の
催
公
の
時
、
愛
居
と
い
う
海
鳥
が
魯
の
東
門
の
外
に
止
ま
っ
た
。
減
文
仲
が
国
人
に
こ
の
鳥
を
祭
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
「
展
禽
」
は
以
下
の
よ
う
に
言
い
、
減
文
仲
を
批
難
す
る
。
展
禽
日
、
越
哉
、
減
孫
之
局
政
也
。
夫
砲
、
園
之
大
節
也
。
而
節
、
政
之
所
成
也
。
故
慎
制
紀
以
矯
園
典
。
今
無
故
而
加
典
、
非
政
之
宜
也
。
夫
聖
王
之
制
肥
也
、
法
施
於
民
則
紀
之
、
以
死
勤
事
則
組
之
、
以
努
定
園
則
紀
之
、
能
禦
大
災
則
紀
之
、
能
拝
大
患
則
紀
之
。
非
是
族
也
、
不
古
世
紀
典
0
・
・
。
(
展
禽
日
く
、
「
越
な
る
か
な
、
戚
孫
の
政
を
為
す
や
。
夫
れ
紀
は
、
国
の
大
節
な
り
。
市
し
て
節
は
、
政
の
成
る
所
な
り
。
故
に
慎
み
て
杷
を
制
め
て
以
て
国
典
と
為
す
。
今
故
無
く
し
て
典
に
加
う
る
は
、
政
の
宜
し
き
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
聖
王
の
肥
を
制
む
る
や
、
法
の
民
に
施
さ
ば
則
ち
之
れ
を
杷
り
、
死
を
以
て
事
に
勤
め
ば
則
ち
之
れ
を
杷
り
、
勢
を
以
て
国
を
定
め
ば
則
ち
之
れ
を
肥
り
、
能
ふ
せ
く
大
災
を
禦
が
ば
則
ち
之
れ
を
肥
り
、
能
く
大
患
を
拝
が
ば
則
ち
之
れ
を
杷
る
。
是
の
族
に
非
ざ
る
や
、
杷
典
に
在
ら
ず
。
・
・
・
・
・
・
」
と
。
)
(
『
国
軍
巴
魯
語
上
)
「
展
禽
」
は
、
「
夫
れ
把
は
、
国
の
大
節
な
り
。
而
し
て
節
は
、
政
の
成
る
所
な
り
。
故
に
慎
み
て
砲
を
制
め
て
以
て
国
典
と
為
す
」
と
、
「
杷
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、
祭
る
べ
き
者
は
「
法
の
民
に
施
」
し
た
者
や
「
死
を
以
て
事
に
勤
め
」
た
者
等
と
す
る
。
そ
れ
故
「
是
の
族
に
非
ざ
る
や
、
杷
典
に
在
ら
ず
」
と
し
、
「
砲
典
」
に
載
る
神
々
以
外
は
祭
る
べ
き
で
な
い
と
言
う
。
ま
た
、
祖
先
神
は
、
そ
の
同
族
で
な
け
れ
ば
祭
杷
を
受
け
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
認
識
は
、
『
左
伝
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
魯
の
催
公
三
十
一
年
、
放
の
圧
迫
を
受
け
た
衛
は
、
園
都
を
帝
丘
に
移
す
。
そ
の
時
、
衛
の
成
公
は
衛
の
始
祖
・
康
叔
を
夢
に
見
る
。
冬
狭
園
街
。
衛
遷
子
帝
丘
。
卜
目
、
三
百
年
。
街
成
公
夢
康
叔
日
相
奪
予
享
。
公
命
記
相
。
爾
武
子
不
可
回
、
鬼
神
非
其
族
類
、
不
飲
其
組
。
紀
鄭
何
事
。
相
之
不
享
於
此
久
失
。
非
街
之
罪
也
。
不
可
以
間
成
王
周
公
之
命
日
記
。
誇
改
把
命
。
(
冬
欽
衛
を
囲
む
。
衛
帝
丘
に
遷
る
。
卜
し
て
臼
く
、
「
三
百
年
」
と
。
衛
の
成
公
康
叔
の
「
相
予
が
享
を
奪
う
」
と
白
う
を
夢
む
。
公
命
じ
て
相
を
-
紀
ら
し
む
。
宵
武
子
不
可
と
し
て
臼
く
、
「
鬼
神
は
其
の
族
類
う
し
よ
う
に
非
ず
ん
ば
、
其
の
紀
を
歓
け
ず
。
杷
・
部
は
何
事
ぞ
。
相
の
此
こ
に
享
げ
ざ
る
こ
と
久
し
。
衛
の
罪
に
非
ざ
る
な
り
。
以
て
そ
む
成
王
・
周
公
の
命
胞
に
聞
く
べ
か
ら
ず
。
請
う
ら
く
は
杷
の
命
を
改
め
よ
」
と
。
)
(
『
春
秋
左
氏
伝
』
億
公
三
十
一
年
)
成
公
の
夢
に
現
れ
た
「
康
叔
」
は
、
「
夏
后
啓
の
孫
で
あ
る
相
が
、
自
分
へ
の
供
物
を
奪
っ
た
」
と
言
う
。
そ
こ
で
成
公
が
「
相
」
を
祭
ら
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
宵
武
子
」
は
「
鬼
神
は
其
の
族
類
に
非
ず
ん
ば
、
其
の
砲
を
飲
け
ず
」
と
言
い
、
反
対
す
る
。
「
相
」
は
夏
の
祖
先
神
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
衛
は
姫
姓
の
固
で
あ
同
る
。
そ
の
た
め
、
衛
の
祖
先
で
は
な
い
「
相
」
は
、
衛
の
祭
砲
を
受
情
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ぺ
こ
の
よ
う
に
「
杷
典
」
に
よ
り
祭
る
べ
き
対
象
は
理
念
的
に
定
め
つ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
身
分
や
族
類
に
よ
っ
て
祭
る
側
の
人
間
も
定
め
栴
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
叫
し
か
し
、
古
代
文
献
に
は
、
理
議
長
る
べ
き
対
象
で
は
な
い
桝
は
ず
の
「
神
」
を
、
祭
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
第
ゆ
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
上
帝
の
下
位
に
位
置
し
そ
の
意
志
を
遂
ω
行
す
る
は
ず
の
「
神
」
が
、
独
断
と
も
思
え
る
仕
方
で
祭
紀
を
要
求
す
る
例
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
7
こ
の
こ
と
は
、
第
一
章
で
挙
げ
た
『
国
盟
国
」
晋
語
二
で
「
史
屠
」
が
「
天
の
事
は
官
成
す
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
な
、
天
・
上
帝
と
神
々
が
明
確
な
命
令
系
統
と
階
層
性
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
認
識
と
は
、
相
反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
神
」
と
「
民
」
と
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
、
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
「
神
」
と
「
民
」
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
記
述
を
、
『
国
語
』
か
ら
拾
っ
て
い
く
。
『
国
語
」
に
見
え
る
「
民
神
」
観
ま
ず
、
「
楚
語
下
」
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
あ
る
時
、
楚
の
昭
王
は
「
観
射
父
」
に
対
し
て
、
「
周
書
に
言
一
う
『
重
繋
は
天
と
地
を
行
き
来
で
き
な
く
さ
せ
た
』
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
民
は
天
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」
と
下
問
す
る
。
封
回
、
非
此
之
謂
也
。
古
者
民
神
不
雑
。
:
・
如
是
則
明
神
降
之
、
在
男
日
親
、
在
女
日
亙
。
:
:
:
民
是
以
能
有
忠
信
。
神
是
以
能
有
明
徳
。
民
神
異
業
、
敬
而
不
演
。
故
神
降
之
嘉
生
、
民
以
物
享
、
禍
災
不
至
、
求
用
不
匿
。
及
少
時
之
衰
也
、
九
繋
飢
徳
。
民
神
雑
繰
、
不
可
方
物
、
夫
人
作
亭
、
家
局
亙
史
、
無
有
要
質
、
民
医
子
組
、
而
不
知
其
福
、
系
享
無
度
、
民
神
間
位
、
民
漬
賓
盟
、
無
有
殿
威
、
神
押
民
則
、
不
鏑
其
局
、
嘉
生
不
降
、
無
物
以
享
、
禍
災
存
擦
、
英
憲
其
気
。
傾
環
受
之
、
乃
命
南
正
重
、
8 
司
天
以
風
神
、
命
火
正
察
、
司
地
以
腐
民
、
使
復
奮
常
、
無
相
侵
演
。
是
謂
絶
地
天
適
。
・
・
。
(
(
観
射
父
)
対
え
て
臼
く
、
「
此
れ
之
の
謂
に
非
ざ
る
な
り
。
古
は
民
神
雑
ら
ず
。
:
是
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
明
神
之
れ
に
降
り
、
男
に
在
り
で
は
親
と
臼
い
、
女
に
在
り
て
は
一
品
と
臼
う
。
:
:
:
民
是
こ
を
以
て
能
く
忠
信
有
り
。
神
是
こ
を
以
て
能
く
明
徳
有
り
。
民
神
は
業
を
異
に
し
、
敬
け
が
め
で
た
き
も
の
そ
E
S
い
て
演
さ
ず
。
故
に
神
は
之
れ
に
嘉
生
を
降
し
、
民
は
物
を
す
す
わ
ざ
b
い
と
f
以
て
享
め
、
禍
災
至
ら
ず
、
求
用
匿
か
ら
ず
。
少
時
の
一
一
家
う
に
b
か
及
ぶ
や
、
九
繋
徳
を
乱
す
。
民
神
雑
糠
し
、
物
を
方
つ
べ
か
ら
ひ
と
び
と
ま
つ
り
い
え
い
え
ま
こ
と
ず
、
夫
れ
人
は
享
を
作
し
、
家
に
亙
史
を
為
し
、
要
質
有
る
無
と
ほ
し
く
、
民
は
紀
に
匿
く
し
て
、
其
の
福
を
知
ら
ず
、
承
享
に
度
無
く
、
民
神
位
を
同
じ
う
し
て
、
民
は
斉
盟
を
潰
し
、
厳
威
有
る
た
み
の
の
り
お
こ
な
い
い
き
f
無
く
、
神
は
民
則
に
狩
れ
、
其
の
為
を
鍋
く
せ
ず
、
嘉
生
し
さ
は
降
ら
ず
、
物
の
以
て
享
め
る
無
く
、
禍
災
存
り
に
擦
り
、
其
の
気
を
尽
す
莫
し
。
瀬
頑
之
れ
を
受
け
、
乃
ち
南
正
の
霊
に
命
じ
て
、
天
を
司
り
以
て
神
を
属
せ
し
め
、
火
正
の
繋
に
命
じ
て
、
地
を
司
り
以
て
民
を
属
せ
し
め
、
旧
常
に
復
し
て
、
相
い
侵
し
演
す
こ
と
無
か
ら
し
む
。
是
れ
を
「
地
天
の
通
を
絶
つ
』
と
謂
う
。
:
」
と
。
)
(
楚
語
下
)
「
観
射
父
」
に
よ
れ
ば
、
「
古
は
民
神
雑
ら
ず
」
「
是
く
の
如
く
ん
ば
則
ち
明
神
之
に
降
り
、
男
に
在
り
で
は
硯
と
日
い
、
女
に
在
り
で
は
一
品
と
日
う
」
と
、
古
は
「
民
」
と
「
神
」
は
雑
居
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
で
座
間
制
に
「
明
神
」
が
降
る
。
そ
の
上
で
、
「
民
神
は
業
を
異
に
し
、
け
が
敬
い
て
演
さ
ず
」
と
、
「
神
」
と
「
民
」
と
が
裁
然
と
区
別
さ
れ
て
お
り
互
い
に
侵
犯
す
る
と
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
九
裂
が
徳
を
乱
し
た
結
果
、
「
民
神
雑
繰
し
」
、
「
民
神
位
を
同
じ
う
し
て
」
、
「
民
は
斉
た
み
の
の
り
お
こ
な
い
い
さ
ぎ
よ
ー
盟
を
抽
出
し
」
、
「
神
は
民
則
に
押
れ
、
其
の
為
を
鏑
く
せ
ず
」
と
、
「
民
」
と
「
神
」
と
の
関
係
が
密
接
に
な
り
す
ぎ
た
、
と
言
う
。
こ
の
後
、
比
織
的
な
意
味
で
「
地
天
の
通
」
が
絶
た
れ
た
の
で
あ
る
。
「
観
射
父
」
の
言
葉
か
ら
は
、
統
治
者
に
失
政
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
と
も
す
る
と
「
民
」
と
「
神
」
の
関
係
が
近
く
な
り
勝
ち
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
為
政
者
の
側
に
そ
の
こ
と
を
警
戒
す
る
思
考
が
存
す
る
こ
と
を
も
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
「
神
」
と
「
民
」
の
関
係
が
近
く
な
り
す
ぎ
「
、
窮
r
E史
を
為
し
」
て
正
し
い
祭
紀
が
行
わ
れ
な
い
と
、
「
禍
災
世
帯
り
に
諜
」
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
楚
語
下
」
の
他
に
も
、
『
国
語
』
に
は
、
「
民
」
と
「
神
」
と
が
互
い
に
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
存
す
る
。
第
一
章
に
挙
げ
た
「
周
語
上
」
「
神
の
宰
に
降
る
こ
と
有
り
」
の
、
後
半
部
分
を
ご
覧
頂
き
た
い
。
「
内
史
過
」
は
、
周
の
恵
王
の
命
を
受
げ
貌
に
赴
き
、
帰
っ
て
王
に
復
命
し
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
内
史
過
蹄
以
告
王
目
、
銃
必
亡
失
。
不
躍
於
神
、
而
求
福
震
、
神
必
禍
之
。
不
親
於
民
、
而
求
用
湾
、
人
必
違
之
。
精
意
以
享
、
経
也
。
慈
保
庶
民
、
親
也
。
今
貌
公
動
匠
百
姓
、
以
渥
其
違
、
隊
民
怒
神
、
而
求
利
害
刷
。
不
亦
難
乎
。
十
九
年
、
耳
目
減
説
。
(
内
史
過
帰
り
以
て
王
に
告
げ
て
日
く
、
「
貌
は
必
ず
亡
び
ん
。
神
に
躍
せ
ず
し
て
、
福
を
求
め
ば
、
神
必
ず
之
れ
に
禍
せ
ん
。
民
に
親
し
ま
ず
し
て
、
用
い
ん
乙
と
を
求
め
ば
、
人
必
ず
違
う
。
精
意
す
す
い
つ
く
し
み
や
す
以
て
享
む
は
、
漉
な
り
。
庶
民
を
慈
保
ん
ず
る
は
、
親
な
り
。
よ
こ
し
ま
今
鋭
公
動
き
て
百
姓
を
匿
し
く
し
、
以
て
其
の
逮
を
逗
し
く
し
、
民
を
離
し
神
を
怒
ら
せ
て
、
利
を
求
む
。
亦
た
難
か
ら
ず
や
」
と
。
十
九
年
、
晋
鋭
を
減
す
。
)
(
周
諾
上
)
「
内
史
過
」
は
恵
王
に
向
か
い
、
「
銃
は
き
っ
と
滅
び
る
で
し
ょ
う
。
神
に
清
潔
な
躍
祭
も
し
な
い
で
、
福
ば
か
り
願
え
ば
、
神
は
必
ず
禍
を
降
し
ま
す
。
民
に
親
し
み
も
し
な
い
で
、
民
を
使
役
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
は
必
ず
逆
ら
い
ま
す
」
と
し
、
今
の
貌
の
君
は
「
民
を
離
し
同
神
を
怒
ら
」
せ
て
い
る
と
言
う
。
一
渦
右
の
「
内
史
過
」
の
言
葉
で
は
、
「
神
」
と
「
民
」
が
対
に
な
る
も
ぺ
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
「
神
」
と
「
民
」
の
両
方
と
も
蔑
ろ
に
し
しっ
て
い
る
の
で
、
銃
は
滅
ぶ
だ
ろ
う
と
の
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
つ
ま
蜘
り
、
「
神
」
と
「
民
」
の
二
者
が
国
家
存
亡
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
、
と
叫
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
伽
次
に
、
「
周
語
下
」
に
見
え
る
例
を
挙
げ
よ
う
。
霊
王
の
二
十
二
年
、
の
穀
水
と
洛
水
が
氾
濫
し
、
王
宮
に
迫
っ
た
。
そ
こ
で
、
霊
王
は
河
を
山
塞
ご
う
と
す
る
が
、
「
太
子
晋
」
は
反
対
す
る
。
そ
の
時
の
「
太
子
晋
」
の
言
葉
の
中
に
も
、
「
神
」
と
「
民
」
と
の
関
係
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
9 
太
子
高
官
課
目
、
不
可
。
:
:
:
共
之
従
孫
四
獄
佐
之
、
高
高
下
下
、
疏
川
導
滞
、
鍾
水
盤
物
、
封
崇
九
山
、
決
泊
九
川
、
殴
郭
九
津
、
豊
殖
九
穀
、
泊
越
九
原
、
宅
居
九
艇
、
合
通
四
海
。
故
天
無
伏
陰
、
地
無
(
四
部
叢
刊
本
に
従
い
「
無
」
字
と
す
る
)
散
陽
、
水
無
沈
策
、
火
無
災
畑
、
神
無
関
行
、
民
無
淫
心
、
時
無
逆
数
、
物
無
虫
口
生
。
Ei--
夫
亡
者
室
繋
無
寵
、
皆
黄
炎
之
後
也
。
唯
不
帥
天
地
之
度
、
不
順
四
時
之
序
、
不
度
民
神
之
義
、
不
儀
生
物
之
則
、
以
珍
滅
無
胤
、
至
於
今
不
杷
。
及
其
得
之
也
、
必
有
忠
信
之
心
開
之
。
度
於
天
地
而
順
於
時
動
、
和
於
民
神
而
儀
於
物
則
、
故
高
朗
令
終
、
額
融
昭
明
、
命
姓
受
氏
、
而
附
之
以
令
名
Oi--・。
(
太
子
普
諌
め
て
臼
く
、
「
不
可
な
り
。
:
・
:
共
の
従
孫
四
獄
之
ひ
〈
れ
(
伯
爵
)
を
佐
け
、
高
き
を
高
く
し
下
き
を
下
く
し
、
川
を
と
お
と
ど
こ
お
あ
つ
疏
し
滞
れ
る
を
導
き
、
水
を
鍍
め
物
を
豊
か
に
し
、
九
山
を
封
お
さ
せ
き
と
崇
し
、
九
川
を
決
泊
め
、
九
津
を
険
郭
め
、
九
殺
を
豊
殖
し
、
九
お
き
あ
わ
せ
つ
う
原
を
泊
越
め
、
九
陳
に
宅
居
せ
し
め
、
四
海
を
合
通
ぜ
し
む
。
故
に
天
に
伏
陰
無
く
、
地
に
散
陽
無
く
、
水
に
沈
気
無
く
、
火
に
災
矧
無
く
、
神
に
間
行
無
く
、
民
に
淫
心
無
く
、
時
に
逆
数
無
く
、
物
に
生
を
害
う
無
し
。
目
-
夫
れ
亡
ぶ
者
は
、
宣
に
紫
れ
し
た
が
寵
無
か
ら
ん
や
、
皆
黄
炎
の
後
な
り
。
唯
だ
天
地
の
度
に
帥
わ
ず
、
四
時
の
序
に
順
わ
ず
、
民
神
の
義
に
度
ら
ず
、
生
物
の
則
の
ヲ
と
に
儀
ら
ず
、
以
て
珍
滅
し
て
胤
無
く
、
今
に
至
る
ま
で
組
ら
れ
ず
。
其
の
之
れ
を
得
る
に
及
ぶ
や
、
必
ず
忠
信
の
心
の
之
れ
に
10 
か
わ
り
つ
k
閑
る
こ
と
有
り
。
天
地
に
度
り
て
時
に
順
い
動
き
、
民
神
に
和
の
っ
と
よ
し
て
物
の
則
に
儀
り
、
故
に
高
朗
に
し
て
令
く
終
え
、
顕
融
昭
な
ず
し
た
が
明
、
姓
を
命
け
氏
を
受
け
て
、
之
れ
に
附
う
に
令
名
を
以
て
す
0
.
:
)
(
周
語
下
)
「
太
子
晋
」
は
、
そ
の
普
「
四
獄
」
が
「
馬
」
を
補
佐
し
た
結
果
と
し
て
、
「
そ
れ
故
に
天
に
は
伏
在
す
る
陰
気
が
な
く
、
地
に
は
散
乱
す
る
陽
気
が
な
く
、
水
に
は
淀
み
滞
る
気
が
な
く
、
火
に
は
突
発
す
る
火
災
が
な
く
、
神
に
は
邪
な
も
の
が
悪
事
を
行
う
こ
と
が
な
く
、
民
に
は
邪
に
乱
れ
る
心
が
な
く
、
四
季
が
逆
行
す
る
こ
と
は
な
く
、
害
虫
が
穀
物
を
損
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
世
界
が
安
定
し
た
こ
と
を
言
う
。
こ
の
「
太
子
晋
」
の
言
葉
に
も
、
「
神
に
間
行
無
く
、
民
に
淫
心
無
く
」
と
、
「
神
」
と
「
民
」
は
対
に
な
る
も
の
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。
「
神
に
同
行
無
く
」
に
付
さ
れ
た
章
昭
注
は
、
「
問
行
は
、
姦
神
淫
腐
の
属
。
(
閲
行
、
姦
神
淫
腐
之
腐
こ
と
し
、
邪
な
神
が
悪
い
こ
と
を
行
う
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、
「
神
に
間
行
無
く
、
民
に
淫
心
無
く
」
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
君
主
に
失
政
が
あ
り
世
の
中
が
乱
れ
る
と
、
「
神
」
の
方
で
も
、
「
民
」
と
同
じ
く
、
悪
事
を
行
う
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
「
楚
語
下
」
で
言
わ
れ
て
い
た
、
「
神
は
民
則
に
狩
れ
、
其
の
為
を
錨
く
せ
ず
」
と
い
う
言
葉
と
も
重
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
「
太
子
晋
」
の
一
一
言
葉
で
は
、
国
家
が
亡
び
る
場
合
に
は
「
民
神
の
義
に
度
ら
ず
」
と
言
い
、
興
隆
す
る
場
合
に
は
「
民
神
に
和
し
て
物
の
則
に
儀
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
民
」
と
「
神
」
と
を
連
続
さ
せ
て
、
あ
た
か
も
一
体
の
よ
う
に
、
「
民
神
」
と
い
う
垣
間
で
言
い
表
し
て
い
司
令
。
「
民
」
と
「
神
」
が
対
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
っ
そ
の
一
体
性
を
も
示
唆
す
る
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
小
論
に
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
『
国
語
』
の
引
用
文
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
原
文
の
み
再
掲
す
る
な
ら
ば
、
「
神
饗
而
民
聴
、
民
神
無
怨
」
(
周
語
上
)
「
明
神
不
錦
、
而
民
有
遠
志
、
民
神
怨
痛
」
(
周
語
上
)
「
古
者
民
神
不
雑
」
(
楚
語
下
)
「
民
是
以
能
有
忠
信
。
神
是
以
能
有
明
徳
。
民
神
異
業
、
敬
而
不
演
」
(
楚
語
下
)
「
民
神
雑
繰
」
(
楚
語
下
)
「
民
神
同
位
、
民
演
斉
盟
、
無
有
巌
威
、
神
押
民
則
、
不
鏑
其
矯
」
(
楚
語
下
)
の
知
く
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
魯
語
上
」
で
は
、
よ
り
直
接
的
に
「
神
」
と
「
民
」
と
の
持
つ
密
接
な
関
係
を
述
べ
て
い
る
。
魯
の
荘
公
十
年
、
魯
は
斉
の
侵
攻
を
受
げ
る
。
こ
れ
を
迎
撃
し
よ
う
と
し
た
荘
公
に
対
し
て
、
「
曹
劇
」
は
拝
謁
し
て
そ
の
所
存
を
聞
い
糾
す
。
長
勺
之
役
、
首
劇
問
所
以
戦
於
荘
公
。
公
目
、
余
不
愛
衣
食
於
民
、
不
愛
牲
玉
於
神
。
針
目
、
夫
恵
大
而
後
民
蹄
之
志
、
民
和
而
後
神
降
之
福
。
若
布
徳
於
民
而
均
平
其
政
事
、
君
子
務
治
而
小
人
務
力
、
動
不
違
時
、
器
不
過
用
、
財
用
不
匿
、
莫
不
共
担
。
是
以
用
民
無
不
源
、
求
福
無
不
望
。
今
符
恵
以
小
賜
、
肥
以
濁
恭
。
小
賜
不
威
、
溺
恭
不
優
。
不
成
、
民
不
蹄
也
、
不
優
、
神
弗
福
也
、
将
何
以
戦
。
夫
民
求
不
匿
於
財
、
市
神
求
優
裕
於
享
者
也
。
故
不
可
以
不
大
。
:
(
長
勺
の
役
、
曹
劇
戦
う
所
以
を
荘
公
に
問
う
。
公
日
く
、
「
余
衣
食
を
民
に
愛
ま
ず
、
牲
玉
を
神
に
愛
ま
ず
」
と
。
対
え
て
日
く
、
「
夫
れ
恵
む
こ
と
大
に
し
て
而
る
後
に
民
は
之
れ
に
志
を
帰
し
、
民
和
し
て
而
る
後
に
神
は
之
れ
に
福
を
降
す
。
若
し
徳
を
民
に
布
き
て
、
其
の
政
事
を
均
平
に
し
、
君
子
は
治
に
務
め
て
小
人
は
カ
に
務
め
、
動
か
す
に
時
に
違
わ
ず
、
器
は
用
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
財
用
匿
し
か
ら
ず
、
胞
に
共
せ
ざ
る
莫
し
。
是
こ
を
以
て
民
を
用
う
る
も
聴
か
ざ
る
無
く
、
福
を
求
む
る
も
豊
か
な
ら
ざ
る
無
し
。
今
将
に
恵
む
に
小
賜
を
以
て
し
、
肥
る
に
独
恭
を
以
て
せ
ん
と
す
。
小
賜
は
成
ゆ
た
か
ら
ず
、
独
恭
は
優
か
な
ら
ず
。
威
か
ら
ず
ん
ば
、
民
は
帰
せ
ざ
る
な
り
、
優
か
な
ら
ず
ん
ば
、
神
は
福
せ
ざ
る
な
り
、
将
た
何
を
以
て
か
戦
わ
ん
。
夫
れ
民
は
財
に
匿
し
か
ら
ざ
る
を
求
め
、
ゆ
た
か
神
は
享
に
優
裕
な
る
を
求
む
る
者
な
り
。
故
に
以
て
大
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
・
・
)
(
魯
語
上
)
l
「
曹
劇
」
は
、
「
夫
れ
恵
む
こ
と
大
に
し
て
而
る
後
に
民
は
之
れ
に
志
山川の神々の性格について(高戸)
を
帰
し
、
民
和
し
て
而
る
後
に
神
は
之
れ
に
福
を
降
す
」
と
、
民
が
和
平
し
て
は
じ
め
て
神
は
福
を
降
す
と
す
る
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
「
若
し
徳
を
民
に
布
き
て
、
其
の
政
事
を
平
均
に
」
す
れ
ば
、
「
財
用
賢
し
か
ら
ず
、
記
に
共
せ
ざ
る
莫
し
。
是
こ
を
以
て
民
を
用
う
る
も
聴
か
ざ
る
無
く
、
福
を
求
む
る
も
豊
か
な
ら
ざ
る
無
し
」
と
、
「
民
」
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
祭
杷
も
充
実
す
る
の
で
、
「
神
」
も
福
を
降
す
と
述
べ
る
。
「
曹
劇
」
の
こ
の
言
葉
は
、
祭
紀
を
通
じ
て
、
「
民
」
と
「
神
」
が
直
接
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
認
識
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
で
『
国
語
』
に
見
ら
れ
た
「
民
神
」
観
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
「
民
」
と
「
神
」
と
の
関
連
は
密
接
か
つ
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
統
治
者
が
失
政
を
犯
し
世
が
乱
れ
る
と
、
「
神
」
の
側
で
も
た
み
の
の
り
f
r
E
f
「
民
別
に
狩
れ
、
其
の
為
を
鋼
く
」
し
な
い
者
達
が
出
て
く
る
、
と
言
う
と
と
が
で
き
る
。
四
「
民
則
に
狩
れ
、
其
の
為
を
錨
く
」
し
な
い
「
神
」
そ
れ
で
は
本
章
で
は
、
「
民
則
に
押
れ
、
其
の
為
を
鏑
く
」
し
な
い
「
神
」
の
具
体
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
『
左
伝
』
か
ら
例
を
挙
げ
よ
う
。
魯
の
催
公
二
十
八
年
、
城
撲
の
戦
い
に
先
だ
っ
て
、
楚
の
「
子
玉
得
匡
」
は
、
黄
河
の
神
の
夢
を
見
る
。
12 
初
楚
子
玉
自
矯
唆
弁
玉
線
。
未
之
服
也
、
先
戦
夢
河
神
謂
己
目
、
昇
余
。
余
賜
女
子
血
諸
之
築
。
弗
致
也
。
大
心
輿
子
西
、
使
祭
賞
諌
。
弗
聴
。
策
季
目
、
死
市
利
園
、
猶
或
局
之
、
況
喰
玉
乎
。
是
糞
土
也
。
市
可
以
湾
師
、
将
何
愛
駕
。
弗
源
。
出
告
二
子
日
、
非
神
敗
令
罪
、
令
罪
其
不
動
民
、
質
自
敗
也
。
既
敗
。
王
使
調
之
日
、
大
夫
若
入
、
其
若
申
息
之
老
何
。
子
西
孫
伯
目
、
得
臣
将
死
、
二
臣
止
之
、
目
、
君
其
賂
以
矯
毅
。
及
連
穀
而
死
。
(
初
め
楚
の
子
玉
自
ら
唆
弁
玉
捌
棋
を
為
る
。
未
だ
之
れ
服
さ
ざ
る
や
、
戦
に
先
だ
ち
て
河
神
の
己
に
謂
い
て
「
余
に
昇
え
よ
。
余
女
に
孟
諸
の
擦
を
賜
わ
ん
」
と
日
う
を
夢
む
。
致
さ
ざ
る
な
り
。
大
心
と
子
西
と
、
栄
黄
を
し
て
諌
め
し
む
。
聴
か
ず
。
栄
季
(
栄
黄
)
日
く
、
「
死
し
て
国
を
利
せ
ば
、
猶
お
或
い
は
之
れ
を
為
す
、
況
ん
や
唆
玉
を
や
。
是
れ
糞
土
な
り
。
而
し
て
以
て
師
を
済
う
べ
は
お
し
き
に
、
将
た
何
を
か
愛
ま
ん
」
と
。
聴
か
ず
。
出
で
て
二
子
に
告
げ
て
日
く
、
「
神
の
令
罪
(
子
玉
)
を
敗
る
に
非
ず
、
令
予
其
れ
民
に
勤
め
ず
、
実
に
自
ら
敗
る
な
り
」
と
。
既
に
敗
る
。
王
使
之
れ
に
調
い
て
日
く
、
「
大
夫
(
子
玉
)
宕
し
入
れ
ば
、
其
れ
申
・
息
の
老
を
若
何
せ
ん
」
と
。
子
西
・
孫
伯
(
大
心
)
日
く
、
「
得
臣
(
子
玉
)
将
に
死
せ
ん
と
す
、
ニ
臣
之
れ
を
止
め
て
、
臼
く
、
『
君
(
王
)
其
れ
将
に
以
て
毅
を
為
さ
ん
と
す
』
」
と
。
連
殺
に
及
び
て
死
す
。
)
(
『
春
秋
左
氏
伝
」
催
公
二
十
八
年
)
「
子
玉
得
臣
」
の
夢
に
現
れ
た
黄
河
の
神
は
、
得
臣
の
持
つ
玉
で
飾
っ
わ
れ
あ
た
ぴ
た
冠
を
求
め
て
、
「
余
に
昇
え
よ
。
余
女
に
孟
諸
の
臨
棋
を
賜
わ
ん
」
と
言
う
。
得
臣
が
こ
の
要
求
を
飲
ま
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
、
楚
は
城
撲
の
戦
い
で
晋
に
敗
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
黄
河
の
神
が
自
ら
、
戦
勝
を
見
返
り
に
、
「
子
玉
」
に
玉
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
左
伝
』
の
記
事
に
は
、
黄
河
の
神
の
行
為
が
、
天
や
上
帝
の
意
志
に
よ
る
も
の
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
黄
河
の
神
と
「
子
玉
得
臣
」
の
聞
に
は
、
祖
先
神
と
そ
の
子
孫
と
い
う
よ
う
な
、
血
族
関
係
も
な
い
。
言
わ
ば
、
黄
河
の
神
は
、
自
ら
の
独
断
に
よ
っ
て
玉
を
求
め
、
戦
局
を
も
左
右
し
た
、
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
黄
河
の
神
の
、
天
や
上
帝
の
意
志
と
は
関
係
の
な
い
、
独
断
と
も
た
み
の
の
り
お
こ
な
い
い
さ
ぎ
よ
思
え
る
こ
う
し
た
行
為
は
、
「
神
は
民
則
に
狩
れ
、
其
の
為
を
鍋
く
」
し
な
い
行
為
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
神
」
が
戦
局
を
左
右
し
た
と
さ
れ
る
例
は
、
『
史
記
』
に
も
あ
る
。
趨
裏
子
が
、
知
伯
に
攻
め
ら
れ
、
晋
陽
に
返
却
す
る
時
、
趨
襲
子
の
臣
下
の
原
過
と
い
う
者
が
後
れ
、
玉
沢
に
至
る
。
原
過
従
、
後
、
至
於
玉
津
、
見
三
人
、
自
帯
以
上
可
見
、
自
帯
以
下
不
可
見
。
輿
原
過
竹
二
節
莫
通
。
回
、
局
我
以
是
遺
越
母
卵
。
原
過
既
至
、
以
告
袈
子
。
袈
子
費
三
日
、
親
自
剖
竹
、
有
朱
書
目
、
越
母
卵
、
余
震
泰
山
山
陽
侯
天
使
也
。
三
月
丙
成
、
余
賂
使
女
反
滅
知
氏
。
女
亦
立
我
百
邑
、
余
賂
賜
女
林
胡
之
地
。
・
・
:
:
。
袈
子
再
奔
、
受
三
神
之
令
。
:
:
:
於
是
越
北
有
代
、
南
井
知
氏
、
彊
於
韓
貌
。
遂
洞
三
神
於
百
邑
、
使
原
過
主
渥
泰
山
洞
配
。
(
原
過
従
い
て
、
後
れ
、
玉
沢
に
至
り
、
三
人
を
見
、
帯
自
り
以
上
は
見
る
べ
き
も
、
帯
自
り
以
下
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
原
過
に
竹
二
節
の
通
ず
る
莫
き
を
与
う
。
日
く
、
「
我
が
為
め
に
是
れ
を
以
て
趨
母
仰
(
趨
褒
子
)
に
遺
れ
」
と
。
原
過
既
に
至
り
、
以
も
の
い
み
み
ず
か
て
袈
子
に
告
ぐ
。
喪
子
斉
す
る
こ
と
三
目
、
親
自
ら
竹
を
剖
く
に
、
朱
書
有
り
て
日
く
、
「
趨
母
仰
、
余
は
渥
の
泰
山
山
陽
侯
の
な
ん
ロ
天
使
な
り
。
三
月
丙
成
、
余
将
に
女
を
し
て
反
て
知
氏
を
滅
ぽ
き
し
め
ん
と
す
。
女
も
亦
た
我
に
百
邑
を
立
て
よ
、
余
将
に
女
に
林
拐
の
地
を
賜
わ
ん
と
す
。
:
・
」
と
。
袈
子
再
拝
し
て
、
=
一
た
も
神
の
令
を
受
く
Oi--・
是
こ
に
於
い
て
趨
北
の
か
た
代
を
有
ち
、
同
南
の
か
た
知
氏
を
併
せ
、
韓
・
貌
よ
り
彊
し
o
猷
て
三
神
を
百
一
滴
邑
に
洞
り
、
原
過
を
し
て
震
の
泰
山
の
洞
を
主
り
紐
ら
し
む
。
)
河
(
『
史
記
」
趨
世
家
)
しつ
「
原
過
」
は
、
震
の
泰
山
の
使
者
に
出
会
い
、
ニ
節
の
中
が
通
じ
て
い
杭
な
い
竹
を
受
け
取
る
。
「
原
過
」
か
ら
こ
の
竹
を
受
げ
取
っ
た
「
越
褒
性
子
」
が
開
け
て
み
る
と
、
朱
書
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
、
「
趨
桝
母
一
則
よ
、
私
達
は
程
の
泰
山
山
陽
侯
の
天
使
で
あ
る
。
三
月
丙
成
の
の
日
に
、
私
達
は
、
お
前
が
逆
襲
し
て
知
氏
を
滅
ぽ
す
よ
う
に
さ
せ
よ
山
う
。
お
前
も
私
達
に
百
邑
を
献
上
せ
よ
、
私
達
は
お
前
に
林
胡
の
地
3
を
与
え
る
だ
ろ
う
」
と
。
震
の
泰
山
に
百
邑
を
献
上
す
れ
ば
、
越
氏
ー
を
し
て
知
氏
に
勝
た
せ
よ
う
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
再
拝
し
て
神
の
お
告
げ
を
受
け
た
「
越
袈
子
」
は
、
韓
・
貌
と
協
力
し
て
、
知
氏
を
滅
ぽ
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
約
束
通
り
震
の
泰
山
の
神
に
百
巴
を
捧
げ
、
「
原
過
」
に
祭
肥
を
さ
せ
る
。
こ
の
「
趨
裏
子
」
の
説
話
も
、
先
に
挙
げ
た
「
子
玉
得
臣
」
と
黄
河
の
神
の
例
と
同
様
、
神
が
戦
勝
の
見
返
り
に
、
祭
】
組
を
求
め
る
例
で
あ
る
。
「
趨
裏
子
」
は
、
「
再
拝
し
て
、
三
神
の
令
を
受
」
け
て
お
り
、
約
束
通
り
百
邑
を
も
捧
げ
て
い
る
の
で
、
神
の
加
護
が
あ
り
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
、
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
子
玉
得
巨
」
の
例
で
も
、
乙
の
「
趨
褒
子
」
の
例
で
も
、
神
が
戦
局
を
左
右
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
越
袈
子
」
と
君
の
泰
山
の
聞
に
、
血
族
関
係
は
な
い
。
ζ
の
乙
と
も
、
「
子
玉
得
臣
」
と
黄
河
の
神
と
の
聞
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
趨
氏
が
震
の
泰
山
に
関
わ
る
事
例
は
見
ら
れ
る
が
、
趨
氏
が
直
接
祭
杷
を
行
っ
た
わ
げ
で
も
な
く
、
越
氏
と
暑
の
泰
山
と
の
聞
に
、
血
縁
や
地
縁
と
い
っ
た
、
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
限
り
で
は
、
乙
の
震
の
泰
山
の
神
の
行
為
も
、
「
神
は
民
別
に
押
れ
、
其
の
為
を
鏑
く
」
し
な
い
行
為
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
黄
河
の
神
が
、
今
度
は
崇
る
例
を
、
『
左
伝
』
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。
哀
公
六
年
、
呉
が
陳
を
攻
め
た
。
楚
の
「
昭
王
」
は
、
先
君
平
王
が
結
ん
だ
陳
と
の
同
盟
に
遵
い
、
陳
を
救
援
す
る
べ
く
出
兵
し
た
が
、
途
中
で
病
没
す
る
。
「
昭
王
」
は
、
ζ
れ
以
前
か
ら
病
を
患
っ
14 
て
い
た
の
だ
っ
た
。
初
昭
王
有
疾
。
ト
目
、
河
馬
由
示
。
王
弗
祭
。
大
夫
誇
祭
諸
郊
。
玉
目
、
一
ニ
代
命
記
、
祭
不
越
望
。
江
漢
路
湾
、
楚
之
望
也
。
禍
福
之
至
、
不
是
過
也
。
不
穀
雌
不
徳
、
河
非
所
獲
罪
也
。
遂
弗
祭
。
孔
子
臼
、
楚
昭
王
知
大
道
会
。
其
不
失
園
也
宜
哉
。
夏
書
目
、
「
惟
彼
陶
唐
、
帥
彼
天
常
、
有
此
翼
方
。
今
失
其
行
、
乱
其
紀
綱
、
乃
滅
市
亡
」
o
文
目
、
「
允
出
葱
在
葱
」
。
丸
田
宮
常
可
失
。
(
初
め
昭
王
疾
有
り
。
卜
し
て
日
く
、
「
河
崇
を
為
す
」
と
。
王
祭
ら
ず
。
大
夫
諸
れ
を
郊
に
祭
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
王
日
く
、
「
三
代
の
命
杷
は
、
祭
る
に
望
を
越
え
ず
。
江
・
漢
・
雄
・
津
は
、
楚
の
望
な
り
。
禍
福
の
至
る
は
、
是
れ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
不
殺
不
徳
な
り
と
雌
も
、
河
は
罪
を
獲
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
遂
に
祭
ら
ず
。
孔
子
日
く
、
「
楚
の
昭
王
は
大
道
を
知
れ
り
。
其
の
国
を
失
わ
ざ
る
や
宜
な
る
か
な
。
夏
書
に
回
く
、
『
惟
れ
彼
の
陶
し
た
が
唐
、
彼
の
天
常
に
帥
い
、
此
の
薬
方
を
有
つ
。
今
其
の
行
い
を
失
い
、
其
の
紀
綱
を
乱
し
、
乃
ち
滅
び
て
亡
ぶ
』
と
。
又
た
日
く
、
『
允
に
弦
れ
を
出
す
は
葱
れ
に
在
り
』
と
。
己
に
由
り
常
に
率
い
て
可
な
り
」
と
。
)
(
『
春
秋
左
氏
停
』
哀
公
六
年
)
楚
の
「
昭
王
」
は
以
前
か
ら
患
っ
て
い
た
が
、
そ
の
原
因
を
ト
っ
た
と
こ
ろ
「
河
崇
を
為
す
」
と
出
た
。
先
に
挙
げ
た
「
子
玉
得
臣
」
の
例
と
違
い
、
黄
河
の
神
が
直
接
現
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
占
い
の
結
果
、
楚
王
の
病
は
黄
河
の
神
の
崇
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
昭
王
」
は
、
黄
河
の
神
を
祭
っ
て
崇
り
を
除
乙
う
と
し
な
い
。
楚
の
大
夫
は
黄
河
を
郊
で
祭
る
よ
う
具
申
す
る
が
、
「
昭
王
」
は
以
下
の
よ
う
に
言
い
、
大
夫
の
意
見
を
退
け
る
。
「
夏
・
股
・
周
と
も
に
天
子
の
命
に
よ
っ
て
肥
る
の
に
、
領
地
の
う
ち
の
山
川
を
越
え
て
は
祭
ら
ぬ
も
の
だ
。
長
江
・
漠
水
・
雌
水
・
津
水
は
、
楚
が
祭
る
川
で
あ
る
。
禍
績
が
降
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
川
の
神
々
に
よ
る
の
で
あ
る
。
私
は
不
徳
で
は
あ
る
が
、
黄
河
に
罪
を
得
る
わ
け
が
な
い
」
。
天
子
の
命
に
拠
っ
て
祭
る
べ
き
は
圏
中
の
山
川
で
あ
っ
て
、
も
し
禍
福
を
降
す
と
し
て
も
こ
れ
ら
圏
中
の
山
川
の
所
為
で
あ
る
。
楚
の
国
内
で
は
な
い
黄
河
の
神
か
ら
諮
賞
さ
れ
る
謂
わ
れ
は
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
「
昭
王
」
の
こ
う
し
た
態
度
を
、
『
左
伝
』
は
、
「
孔
子
日
く
」
と
し
て
、
「
楚
の
昭
王
は
大
道
を
知
れ
り
。
其
の
国
を
失
わ
ざ
る
や
宜
な
る
か
な
」
と
、
賞
賛
す
る
。
さ
ら
に
、
夏
書
「
惟
れ
彼
の
陶
唐
、
彼
の
し
た
が
天
常
に
帥
い
」
の
句
を
引
用
し
、
楚
の
「
昭
王
」
を
帝
発
に
擬
え
た
上
で
、
「
己
に
由
り
常
に
率
い
て
可
な
り
」
と
結
ぶ
。
結
果
的
に
、
「
昭
王
」
は
病
を
得
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
行
為
は
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
古
代
中
国
で
は
理
念
的
に
肥
る
べ
き
対
象
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
楚
の
「
昭
王
」
自
身
が
「
三
代
の
命
紀
は
、
祭
る
に
望
を
越
え
ず
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
黄
河
は
本
来
楚
の
祭
る
べ
き
対
象
で
は
な
い
。
「
昭
王
」
の
そ
の
判
断
と
行
為
は
、
『
左
伝
』
で
も
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
理
念
的
な
規
範
に
照
ら
し
て
、
間
違
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
昭
王
」
は
病
を
得
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
お
い
て
は
、
卜
い
の
結
果
自
体
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
と
す
る
な
ら
、
「
昭
王
」
は
黄
河
の
神
の
崇
り
を
受
け
て
死
ん
だ
、
と
読
み
取
る
の
が
自
然
で
あ
る
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
説
話
か
ら
は
、
理
念
的
な
規
範
に
外
れ
る
、
言
い
換
え
る
な
ら
本
来
祭
る
べ
き
で
な
い
「
神
」
が
、
崇
り
を
通
し
て
祭
杷
を
求
め
、
あ
ま
つ
さ
え
従
わ
な
い
者
を
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
が
あ
り
得
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
乙
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
「
神
」
が
崇
っ
て
い
る
例
を
、
『
史
記
』
か
ら
挙
げ
よ
問
う
。
晋
の
献
公
の
十
六
年
、
晋
が
越
夙
を
将
と
し
て
震
・
貌
・
取
を
晴
攻
め
た
。
晋
の
侵
攻
を
受
け
た
種
公
は
、
斉
に
亡
命
し
て
し
ま
う
。
す
べ
る
と
、
晋
は
干
魅
に
な
り
、
作
物
が
実
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
円
越
夙
、
菅
献
公
之
十
六
年
伐
窪
貌
秋
、
而
越
夙
馬
特
伐
君
。
震
伽
公
求
緯
繭
円
。
著
大
早
、
卜
之
、
目
、
寝
太
山
矯
崇
。
使
趨
夙
召
叫
震
君
於
費
、
復
之
、
以
奉
者
太
山
之
砲
。
菅
復
穣
。
晋
賦
公
賜
同
越
夙
取
。
(
趨
夙
、
晋
献
公
の
十
六
年
審
・
貌
・
取
を
伐
つ
に
、
は
し
の
趨
夙
将
為
り
て
程
を
伐
つ
。
寝
公
斉
に
梓
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
ω
晋
大
い
に
皐
し
、
之
れ
を
卜
す
に
、
臼
く
、
「
震
の
太
山
崇
を
か
〈
の
き
み
為
す
」
と
。
越
夙
を
し
て
種
君
を
斉
よ
り
召
し
、
之
れ
を
復
し
、
み
の
以
て
穫
の
太
山
の
砲
を
奉
ぜ
し
む
。
皿
回
復
び
稜
る
。
普
の
献
公
15 
越
夙
に
欧
を
賜
う
。
)
(
『
史
記
』
越
世
家
)
晋
が
干
魅
に
陥
っ
た
理
由
を
ト
う
と
、
「
震
の
太
山
崇
を
為
す
」
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
晋
が
、
震
君
を
斉
か
ら
召
し
、
震
の
太
山
を
祭
ら
せ
る
と
、
晋
は
再
び
作
物
が
実
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
マ令。
先
に
挙
げ
た
楚
の
「
昭
王
」
の
例
と
、
右
の
晋
の
例
か
ら
は
、
以
下
の
一
連
の
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
君
主
が
病
に
侵
さ
れ
た
り
園
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
た
場
合
に
、
ト
い
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
某
の
「
神
」
の
崇
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
崇
り
の
元
凶
で
あ
る
「
神
」
を
祭
る
、
と
い
う
過
程
で
あ
る
。
祭
胞
を
求
め
る
た
め
に
「
神
」
が
崇
る
乙
と
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
出
土
文
献
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
『
上
海
博
物
館
戦
国
楚
竹
書
(
四
)
』
に
収
録
さ
れ
る
「
東
大
王
泊
早
」
で
あ
る
。
以
下
の
引
用
文
中
の
(
)
は
推
測
さ
れ
る
文
字
を
表
し
、
『
上
海
博
物
館
戦
国
楚
竹
書
(
四
)
』
上
の
竹
筒
排
列
番
号
を
[
]
で
示
す
。
東
(
筒
)
大
王
泊
(
迫
)
瀞
(
早
)
、
命
亀
罪
羅
貞
於
大
顕
(
夏
)
、
王
自
臨
ト
。
玉
川
冒
(
鰐
)
日
而
立
、
玉
治
(
汗
)
至
[
1
]
締
(
帯
)
。
亀
予
智
(
知
)
王
之
庶
(
炎
)
於
日
而
時
的
(
病
)
鉾
(
務
)
、
懇
(
儀
)
愈
送
(
突
)
。
賛
(
麓
)
芦
智
(
知
)
王
之
官
山
(
病
)
乗
(
勝
)
、
亀
罪
速
ト
[2]
高
山
深
渓
。
王
呂
(
以
)
餌
(
問
)
賛
(
麓
)
賢
官
両
。
圃
「
不
穀
痩
甚
務
(
病
)
衆
(
膝
)
、
夢
高
山
16 
深
渓
。
虚
(
五
口
)
所
貝
(
得
)
[
8
]
城
(
成
)
於
膚
中
者
、
無
又
(
有
)
名
山
名
渓
、
欲
祭
於
楚
邦
者
膚
(
乎
)
。
尚
(
骨
閏
)
諮
而
卜
之
於
[
3
]
大
顕
(
夏
)
、
女
(
如
)
康
(
慶
)
嫡
(
将
)
祭
之
」
。
賛
(
鐙
)
罪
許
諾
、
秘
市
卜
之
康
(
慶
)
。
賛
(
麓
)
罪
至
(
致
)
命
於
君
玉
、
「
既
秘
[
4
]
而
卜
之
段
(
慶
)
」
。
王
目
、
「
女
(
如
)
炭
(
慶
)
、
速
祭
之
。
虐
(
吾
)
煤
鼠
痴
(
病
)
」
。
[
5
]
・
。
(
筒
大
王
早
に
迫
ら
れ
、
亀
罪
羅
に
命
じ
て
大
夏
に
貞
わ
し
め
、
王
自
ら
卜
に
臨
む
。
王
日
に
衝
い
て
立
ち
、
王
汗
し
よ
う
す
い
よ
い
よ
て
帯
に
至
る
。
亀
賢
王
の
日
に
炎
ら
れ
て
亦
を
病
み
、
儀
愈
ふ
か
さ
か
ん
突
き
を
知
る
。
麓
伊
王
の
病
勝
な
る
を
知
る
、
亀
罪
速
や
か
に
か
さ
高
山
深
渓
に
卜
す
。
王
以
て
麓
罪
高
に
問
う
。
「
不
穀
康
甚
だ
す
み
病
む
こ
と
膝
や
か
に
し
て
、
高
山
深
渓
を
夢
む
。
吾
が
府
中
に
成
す
を
得
る
所
の
者
は
、
名
山
名
渓
の
、
楚
邦
に
祭
ら
れ
ん
こ
つ
つ
し
と
を
欲
す
る
者
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
当
に
秘
み
て
之
れ
を
大
夏
に
卜
し
、
如
し
慶
あ
ら
ば
将
に
之
れ
を
祭
る
ベ
し
」
と
。
麓
つ
つ
し
F
許
諾
し
、
秘
み
て
之
れ
を
卜
す
に
慶
あ
り
。
麓
罪
命
を
君
王
に
致
し
、
「
既
に
諮
し
み
て
之
れ
を
卜
す
に
慶
あ
り
」
と
。
王
日
く
、
「
如
し
慶
あ
ら
ば
、
速
や
か
に
之
れ
を
祭
れ
。
吾
れ
擦
に
し
う
れ
て
病
を
鼠
う
」
と
。
目
:
。
)
(
「
東
大
王
泊
早
」
)
楚
国
が
干
魁
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
「
簡
大
王
」
は
「
亀
予
羅
」
に
そ
の
原
因
を
ト
わ
せ
、
自
身
も
そ
の
卜
い
の
場
に
立
ち
会
う
。
日
に
炎
ら
れ
て
皮
膚
病
に
擢
息
し
た
「
簡
大
王
」
は
、
「
私
は
突
然
皮
膚
病
に
擢
っ
た
が
、
高
山
深
、
渓
を
夢
に
見
た
。
私
の
皮
膚
に
巣
く
う
病
は
、
楚
の
国
で
祭
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
名
山
名
渓
の
崇
り
で
は
な
い
か
。
崇
っ
て
い
る
神
を
楚
で
祭
る
こ
と
の
吉
凶
を
、
大
夏
で
謹
ん
で
卜
い
、
も
し
吉
兆
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
そ
の
神
を
祭
れ
」
と
言
う
。
高
山
深
渓
を
夢
見
た
簡
大
王
は
、
皮
膚
病
の
原
因
が
楚
の
国
で
祭
砲
を
求
め
る
名
山
名
渓
の
崇
り
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
推
測
が
、
卜
う
前
に
、
王
の
口
か
ら
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
君
主
に
病
気
や
固
に
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
卜
い
を
し
、
そ
の
結
果
、
某
の
「
神
」
の
崇
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
に
こ
の
「
東
大
王
泊
早
」
で
も
、
干
魁
の
原
因
を
卜
い
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
ト
っ
た
結
果
、
ど
こ
そ
こ
の
「
神
」
の
崇
り
で
あ
る
、
と
す
る
判
断
を
待
つ
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
卜
い
の
結
果
を
待
つ
こ
と
な
く
、
そ
う
し
た
推
測
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
簡
大
王
」
は
始
め
か
ら
、
「
神
」
が
祭
胞
を
求
め
て
崇
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
思
っ
て
い
た
、
と
い
う
と
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
簡
大
王
」
は
「
高
山
深
渓
を
夢
」
み
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
病
の
原
因
を
「
名
山
名
渓
の
、
楚
邦
に
祭
ら
れ
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
」
の
崇
り
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
乙
の
記
述
も
、
「
神
」
が
祭
犯
を
求
め
て
崇
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
物
語
っ
て
い
よ
う
。
右
の
想
定
が
大
過
な
い
と
す
る
な
ら
、
「
神
」
が
祭
杷
を
求
め
て
崇
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
発
想
は
、
突
飛
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
誰
し
も
が
考
え
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
出
土
文
献
で
あ
る
『
東
大
王
泊
早
」
か
ら
も
、
「
神
」
が
祭
胞
を
求
め
て
崇
る
と
す
る
認
識
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
A
F
シ
」
品
川
小
論
で
は
、
天
や
上
帝
の
下
位
に
位
置
し
、
そ
の
意
志
を
伝
え
た
り
、
地
上
に
禍
福
を
も
た
ら
す
「
神
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
神
」
は
、
天
(
上
帝
)
と
地
向
上
(
人
)
を
繋
ぐ
仲
介
者
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
晴
し
か
し
、
乙
の
「
神
」
は
、
必
ず
し
も
天
(
上
帝
)
の
命
令
を
待
つ
ぺ
て
行
動
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
独
断
と
も
思
え
る
仕
方
で
祭
円
胞
を
求
め
て
も
い
た
。
そ
の
際
、
「
神
」
は
崇
り
と
い
う
方
法
を
用
い
、
船
人
々
に
祭
杷
を
迫
る
も
の
と
、
当
時
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
叫
推
測
で
き
た
。
お
こ
な
い
い
門
と
こ
ろ
で
、
小
論
第
四
章
で
検
討
し
た
「
民
則
に
押
れ
、
其
の
為
相
い
さ
ぎ
よ
の
を
鋤
く
」
し
な
い
「
神
」
は
、
い
ず
れ
も
山
川
の
神
々
で
あ
っ
た
。
ヲ
」
ω
れ
に
対
し
て
、
第
一
章
で
挙
げ
た
、
「
帝
」
の
意
志
を
伝
え
る
「
神
」
で
あ
る
「
薄
牧
」
や
「
句
芭
」
は
、
「
天
の
刑
神
」
等
で
あ
り
、
山
川
の
神
々
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
「
民
則
に
押
れ
、
其
の
為
を
鏑
く
」
し
17 
な
い
神
々
は
山
川
の
神
々
な
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
と
恩
わ
れ
る
。
山
川
の
神
々
に
関
し
て
、
浅
野
裕
一
氏
は
、
「
以
前
か
ら
代
々
そ
の
土
地
に
居
住
し
て
き
た
土
着
の
人
々
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
守
護
神
は
依
然
と
し
て
祖
先
神
た
る
鬼
神
と
山
川
の
鬼
神
で
あ
っ
た
0
.
・
拠
る
べ
き
祖
腐
を
失
っ
た
鬼
神
は
、
な
お
天
鬼
・
天
神
と
な
っ
て
天
地
の
聞
に
出
没
す
る
。
ま
た
た
と
え
征
服
者
で
あ
っ
て
も
、
故
郷
の
山
河
ま
で
破
壊
は
で
き
な
い
。
:
上
天
・
上
帝
信
仰
を
奉
ず
る
新
た
な
支
配
者
が
苛
酷
な
統
治
で
民
衆
を
抑
圧
す
る
と
き
、
民
衆
は
天
鬼
・
天
神
や
山
川
の
鬼
神
が
悪
政
に
怒
り
、
君
主
に
禍
を
も
た
ら
す
と
の
論
理
を
武
器
に
、
支
配
者
に
抵
抗
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
し
た
上
で
、
小
論
第
一
章
に
挙
げ
た
『
国
語
』
周
語
上
「
神
の
宰
に
降
る
こ
と
有
り
」
の
説
話
を
分
析
し
、
「
民
衆
が
在
地
の
神
々
の
霊
力
を
盾
に
取
っ
て
呪
誼
し
、
民
と
神
が
連
携
す
る
構
図
に
よ
っ
て
統
治
者
の
圧
政
に
対
抗
せ
ん
と
し
た
様
子
が
窺
え
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
好
並
隆
司
氏
は
、
「
百
姓
の
倭
怨
と
山
川
の
神
・
疾
病
と
が
一
つ
の
連
鎖
を
な
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
「
君
主
に
よ
る
共
同
体
財
産
の
私
占
化
(
山
川
夢
沢
の
開
発
)
は
民
衆
の
入
会
地
利
用
を
排
除
し
、
神
の
住
居
を
破
壊
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
両
者
の
怨
み
が
天
を
介
し
て
、
君
主
に
天
罰
(
引
用
例
で
は
病
、
千
舷
)
を
降
す
の
Amv 
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
民
が
呪
誼
す
る
例
は
『
尚
劃
』
無
逸
や
『
左
一
回
』
に
見
18 
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
尚
書
』
無
逸
に
は
、
周
公
目
、
鳴
呼
、
我
関
目
、
古
之
人
猶
育
訓
告
、
育
保
恵
、
背
晶
子
謁
。
民
無
或
膏
議
張
矯
幻
。
此
厭
不
聴
、
人
乃
訓
之
、
乃
鐙
飢
先
王
之
正
刑
、
至
子
小
大
。
民
否
則
豚
心
違
怨
、
否
則
阪
口
組
祝
。
(
周
公
日
く
、
「
鳴
呼
、
我
聞
く
に
臼
く
、
『
古
の
人
は
猶
あ
お
膏
い
訓
告
し
、
耳
目
い
保
恵
し
、
膏
い
教
誇
す
』
と
。
民
は
青
い
つ
わ
り
あ
い
議
張
し
て
幻
を
為
す
或
る
無
し
。
此
れ
肢
の
聴
か
ざ
る
は
、
人
乃
ち
之
れ
に
訓
え
ば
、
乃
ち
先
王
の
正
刑
を
変
乱
し
て
、
小
大
し
か
ら
ぎ
に
至
る
。
民
否
れ
ば
則
ち
肢
の
心
に
違
怨
し
、
否
れ
ば
則
ち
肢
の
口
に
祖
祝
す
」
と
。
)
と
あ
る
。
経
文
「
否
れ
ば
則
ち
阪
の
口
に
誼
祝
す
」
に
つ
い
て
、
孔
穎
遥
疏
は
、
「
詔
祝
は
、
神
明
に
告
げ
、
狭
径
を
加
え
し
む
る
を
謂
う
な
り
。
一
盲
を
以
て
神
に
告
ぐ
る
は
、
之
れ
を
祝
と
謂
い
、
神
に
狭
を
加
う
る
を
請
う
は
、
之
れ
を
認
と
謂
う
。
(
誼
祝
、
謂
告
神
明
、
令
加
狭
答
也
。
以
舌
一
一
回
告
神
、
謂
之
祝
、
請
神
加
挟
、
謂
之
誼
。
こ
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
「
誼
祝
」
と
は
、
た
だ
怨
暖
の
言
葉
を
吐
く
の
で
は
な
く
、
神
に
禍
を
降
す
よ
う
呪
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
-
n
}
(
μ
〕
(
笥
》
ま
た
、
浅
野
氏
・
好
並
氏
、
両
氏
と
も
言
及
す
る
『
要
子
春
秋
」
「
内
篇
諌
上
景
公
病
久
不
愈
欲
株
祝
史
以
謝
曇
子
諌
第
十
二
」
に
、
曇
子
免
冠
目
、
:
:
:
今
白
柳
掻
以
東
、
姑
尤
以
西
者
、
此
其
人
民
衆
会
。
百
姓
之
鈴
怨
誹
務
、
誼
君
子
上
帝
者
多
失
。
:
:
。
(
妻
子
冠
を
免
ぎ
て
日
く
、
「
:
目
今
柳
揺
自
り
以
東
、
姑
尤
以
西
お
お
の
者
、
此
れ
其
の
人
民
衆
し
。
百
姓
の
鈴
怨
し
誹
諒
し
て
、
君
を
上
帝
に
誼
う
者
多
し
。
・
:
」
と
。
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
民
」
が
君
主
を
相
手
取
っ
て
、
神
に
禍
を
降
す
よ
う
呪
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
論
で
確
認
し
た
山
川
の
神
々
は
、
卿
大
夫
で
あ
る
「
子
玉
得
臣
」
や
「
趨
袈
子
」
に
、
謎
責
を
降
す
の
で
は
な
く
、
交
渉
を
わ
れ
あ
た
持
ち
か
け
て
い
る
。
「
河
神
」
は
「
子
玉
得
臣
」
に
「
余
に
昇
え
よ
。
あ
た
ぴ
(
昇
え
ば
)
余
女
に
孟
諸
の
臨
時
を
賜
わ
ん
」
と
言
い
、
「
穫
の
泰
山
山
陽
侯
の
天
使
」
は
「
越
袈
子
」
に
「
女
も
亦
た
我
に
百
邑
を
立
て
よ
、
余
将
に
女
に
林
胡
の
地
を
賜
わ
ん
と
す
」
と
告
げ
て
い
る
。
交
渉
が
山
川
の
神
に
有
利
に
運
べ
ば
、
彼
ら
は
君
主
に
禍
ど
こ
ろ
か
大
き
な
利
益
を
与
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
浅
野
氏
や
好
並
氏
に
拠
れ
ば
、
山
川
の
神
々
が
君
主
に
誼
責
を
降
す
際
、
民
衆
の
呪
誼
を
天
が
受
納
す
る
と
、
「
在
地
」
の
山
川
の
神
々
が
君
主
に
謎
寅
を
降
す
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
四
章
で
検
討
し
た
楚
の
「
昭
王
」
の
場
合
、
そ
の
病
は
、
楚
の
「
在
地
」
の
山
川
で
は
な
い
黄
河
の
神
の
崇
り
が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
仮
に
楚
の
民
衆
が
「
昭
王
」
を
呪
誼
し
、
そ
の
呪
誼
を
天
が
受
納
し
た
の
な
ら
、
「
昭
王
」
に
誕
責
を
降
す
の
は
、
楚
の
「
在
地
」
の
山
川
で
あ
る
「
江
・
漠
・
雌
・
津
」
の
神
々
の
は
ず
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
昭
王
」
は
黄
河
の
神
を
祭
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
「
昭
王
」
の
判
断
は
『
左
伝
』
で
も
賞
賛
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
「
昭
王
」
の
例
は
、
浅
野
氏
や
好
並
氏
が
指
摘
す
る
、
「
民
衆
の
呪
誼
↓
天
↓
「
在
地
」
の
山
川
の
神
々
↓
君
主
」
と
い
う
経
路
か
ら
は
、
外
れ
る
事
例
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
山
川
の
神
々
に
は
、
浅
野
氏
や
好
並
氏
の
指
摘
す
る
以
外
の
、
別
の
側
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
前
稿
で
、
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
等
に
見
ら
れ
る
「
明
神
」
{担
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
論
だ
け
記
せ
ば
、
「
明
神
」
と
は
、
特
定
の
属
性
を
持
つ
一
柱
の
神
を
指
す
の
で
は
な
く
、
不
特
定
の
神
が
担
う
役
割
で
あ
り
、
あ
る
性
格
を
強
調
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
そ
の
性
格
と
は
、
罪
あ
る
者
を
罰
し
罪
な
き
者
を
赦
す
果
断
さ
と
公
平
き
で
あ
り
、
そ
の
性
格
故
に
、
「
明
神
」
の
役
割
と
し
て
、
公
平
き
が
求
め
ら
れ
る
盟
誓
に
関
与
し
て
そ
の
確
か
さ
を
保
証
す
る
同
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
備
小
論
に
挙
げ
た
山
川
の
神
々
の
、
自
己
の
利
益
を
図
り
、
君
主
た
庁
、
ち
と
交
渉
し
、
交
渉
が
有
利
に
運
べ
ば
君
主
た
ち
に
与
せ
ん
と
す
る
しつ
側
面
は
、
前
拙
稿
で
検
討
し
た
「
明
神
」
が
持
つ
公
平
さ
と
は
、
正
杭
反
対
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
神
々
に
、
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
な
「
閑
お
こ
な
い
い
さ
ぎ
よ
川
一
行
」
す
な
わ
ち
悪
事
を
行
う
邪
な
者
ゃ
、
「
其
の
為
を
鍋
く
」
し
同
な
い
性
格
を
持
つ
者
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
「
明
の
神
」
が
求
め
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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(1)
小
論
第
一
輩
、
参
照
。
(
2
)
小
論
第
二
輩
、
参
照
。
(3)
小
論
第
三
章
に
引
用
す
る
『
国
語
』
楚
語
下
、
参
照
。
(4)
『
毛
詩
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
十
三
経
注
疏
』
に
拠
る
。
(5)
『
国
語
』
か
ら
の
引
用
は
、
徐
元
詰
撰
『
園
語
集
解
(
修
訂
本
)
』
(
中
奉
書
局
、
二
O
O二
年
)
に
拠
る
。
(
6
)
『
春
秋
左
氏
伝
」
か
ら
の
引
用
は
、
『
十
三
綬
注
疏
』
に
拠
る
。
(
7
)
『
墨
子
』
か
ら
の
引
用
は
、
孫
話
譲
撰
孫
政
治
点
校
『
新
編
諸
子
集
成
墨
子
間
詰
」
(
中
華
書
局
、
二
O
O
一
年
)
に
拠
る
。
(8)
『
礼
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
「
十
三
組
注
疏
』
に
拠
る
。
(9)
『
史
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
百
柄
本
『
史
記
』
(
台
湾
商
務
印
書
館
、
二
O
O
一
年
)
に
拠
る
。
(m)
本
文
に
後
掲
す
る
『
史
記
』
趨
世
家
の
「
趨
夙
」
と
「
密
泰
山
」
の
例
、
参
照
。
(
日
)
「
史
記
』
楚
世
家
で
も
同
じ
説
話
を
引
い
た
後
、
「
孔
子
在
陳
、
聞
是
言
、
日
、
楚
昭
王
通
大
道
実
。
其
不
失
園
、
宣
哉
。
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
昭
王
」
を
賞
賛
し
て
い
る
。
(
ロ
)
『
上
海
博
物
館
戦
国
楚
竹
書
(
四
)
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
0
0
四
年
)
、
「
東
大
王
泊
皐
」
の
釈
文
は
撲
茅
左
氏
が
担
当
さ
れ
た
。
な
お
竹
簡
の
排
列
に
つ
い
て
は
、
陳
斯
鵬
氏
「
《
東
大
王
泊
早
》
編
聯
補
議
」
(
筒
吊
研
究
網
姑
、
ニ
O
O五
年
三
月
一
O
日
)
及
び
浅
野
裕
一
氏
「
上
博
楚
簡
『
東
大
王
泊
早
』
の
災
異
思
想
」
(
『
集
刊
東
洋
学
」
一
O
O号、
ニ
O
O八
年
)
の
説
に
従
い
改
め
た
。
(
日
)
季
旭
昇
氏
「
《
東
大
王
泊
早
》
解
題
」
(
簡
吊
研
究
網
姑
、
二
O
O七
20 
年
二
月
三
日
)
に
従
い
、
「
迫
」
字
と
解
釈
す
る
。
(M)
陳
剣
氏
「
上
博
竹
書
《
昭
主
興
襲
之
脆
》
和
〈
東
大
王
泊
早
》
讃
後
記
」
(
簡
吊
研
究
網
姑
、
二
O
O五
年
、
二
月
一
五
日
)
に
従
い
、
「
汗
」
字
と
解
釈
す
る
。
(
お
)
陳
剣
氏
注
(
H
H
)
所
掲
論
考
に
従
い
「
炎
」
と
解
釈
す
る
。
(
四
)
濃
茅
左
氏
は
「
表
」
字
と
す
る
が
、
活
常
喜
氏
「
読
《
上
博
四
》
札
記
四
則
」
(
簡
吊
研
究
網
姑
、
二
O
O五
年
三
月
三
一
日
)
に
従
い
、
「
慶
」
字
と
解
釈
す
る
。
(
げ
)
そ
れ
ぞ
れ
四
方
神
あ
る
い
は
五
行
神
の
一
と
さ
れ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
「
孟
秋
之
月
、
・
其
帝
少
時
。
其
神
薄
牧
。
」
(
孟
秋
紀
)
、
「
孟
春
之
月
、
:
・
・
:
其
帝
太
峰
。
其
神
句
吉
。
」
(
孟
春
紀
)
と
あ
り
、
『
山
海
経
』
に
「
西
方
薄
牧
、
左
耳
有
蛇
、
乗
雨
誼
。
」
(
海
外
西
経
)
、
「
東
方
句
芭
、
鳥
身
人
面
、
乗
雨
龍
。
」
(
海
外
東
経
)
と
あ
る
。
ま
た
、
『
左
伝
』
に
は
「
(
禁
墨
)
目
、
・
・
:
故
有
五
行
之
官
、
是
謂
五
官
。
寅
列
受
氏
姓
、
封
矯
上
公
。
杷
矯
貴
神
、
社
稜
五
肥
是
尊
是
奉
。
木
正
日
句
+
亡
、
火
正
日
祝
融
、
金
正
日
静
牧
、
水
正
日
玄
冥
、
土
正
日
后
土
0
・:・」
(
昭
公
二
十
九
年
)
と
あ
る
。
(
刊
日
)
浅
野
氏
注
(
ロ
)
所
掲
論
考
一
四
頁
、
参
照
。
(
四
)
浅
野
氏
注
(
ロ
)
所
掲
論
考
一
六
頁
、
参
照
。
(
初
)
好
並
隆
司
氏
「
中
国
古
代
祭
天
思
想
の
展
開
」
(
『
秦
漢
帝
国
史
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
八
年
。
初
出
は
、
「
中
国
古
代
祭
天
思
想
の
展
開
l
i厘
祝
と
医
術
1
l
i」
『
思
想
」
六
O
八
、
一
九
七
五
年
)
一
一
一
O
三
i
三
O
四
頁
、
参
照
。
(
幻
)
「
尚
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
十
三
経
注
疏
』
本
に
拠
る
。
(
忽
)
昭
公
二
十
年
、
研
を
病
む
斉
の
景
公
が
、
「
公
の
病
が
治
ら
な
い
の
は
、
祝
史
の
放
う
能
力
が
足
り
な
い
か
ら
だ
」
と
の
謹
言
を
信
じ
、
祝
史
を
殺
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
諌
め
た
長
子
の
言
葉
に
「
民
人
苦
病
、
【ママ】
夫
婦
皆
誼
。
祝
有
益
也
、
誼
亦
有
損
。
跡
指
以
東
、
姑
尤
以
西
、
其
矯
人
也
多
尖
。
雌
其
普
祝
、
宣
能
勝
億
兆
人
之
起
。
君
若
欲
珠
於
祝
史
、
情
徳
而
後
可
。
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
『
左
伝
』
の
説
話
は
、
後
掲
す
る
『
曇
子
春
秋
』
の
例
と
同
じ
説
話
で
あ
る
。
(
幻
)
浅
野
裕
一
氏
「
上
博
楚
簡
『
景
公
搭
』
に
お
け
る
為
政
と
祭
杷
呪
術
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
四
五
、
二
O
O七
年
)
、
参
照
。
(μ)
好
並
氏
注
(
却
)
所
掲
書
三
O
二
頁
、
参
照
。
(
お
)
『
曇
子
春
秋
』
の
引
用
は
、
張
純
一
『
諸
子
集
成
長
子
春
秋
校
注
』
に
拠
る
。
(
お
)
拙
稿
「
「
明
神
」
の
役
割
と
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
二
集
、
二
O
一
O
年)。
〔
附
記
〕
本
稿
は
東
北
中
国
学
会
第
五
十
九
回
大
会
(
二
O
一
O
年
五
月
三
O
目
、
於
弘
前
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
